
第 08回　社内の知識を検索できるようにする　／　各回の資料

経営者のためのAI実装講座　／　全 12回・各 120分

第 08 回　社内の知識を検索できるようにする
「あの資料どこ」を、社内から減らします

この回のゴール 1つの領域について、社内資料を検索できるAIを動かします。あわせて、何が足
りないかを可視化します。

手元に残るもの 社内資料を検索できるAI／足りない資料の一覧

120 分の進め方 今日は、作ることより「答えられなかった質問」を集めることに価値がありま
す。

01　なぜ、この回をやるのか

知識が、特定の人の頭の中にしかありません。

● 「あれ、どこにありましたっけ」が毎週起きている
● 社長に聞かないと分からないことが、いくつもある
● 定着を阻む要因として、ノウハウの偏在は調査でも上位に入ります

今日つくるのは検索 AI ですが、本当の成果物は「足りない資料の一覧」です。

02　この回のゴールと、120 分の使い方

1 つの領域について、社内資料を検索できる AI を動かします。あわせて、何が足りないかを可視化し
ます。

今日は、作ることより「答えられなかった質問」を集めることに価値があります。

03　考え方　精度は、3 分類で数えます

○ 正しく答えた 資料の記載と一致している。10問中 7件あれば実務に出せます

△「記載がありません」と答えた 正しい振る舞いです。×ではありません。資料不足として記録し
ます

× 間違えた・それらしい嘘 最も危険。1件でもあれば原因を潰します

△を×と混同しないでください。「答えられない」は正常な振る舞いです。ここを誤ると、嘘をつくAIのほ
うが高評価になってしまいます。

04　あてはめ　足りない資料の一覧は、この 5 列で

不足資料リスト（記入例）

答えられなかった質問 外注先に出せる加工の範囲は？

必要な資料 外注可否の判断基準

いまどこにあるか 社長の頭の中のみ

誰が作るか 工場長（社長の口述を書き起こす）

いつまでに 来月末
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この表が、そのまま事業承継の課題リストになります。AIを入れたら、自社に何が無いかが分かった——こ
れが本講座で最も価値のある副産物です。

05　実演①　範囲を広げすぎた場合

やること　全社の資料を、古い版も下書きも含めて全部載せる

こうなります

● どれが最新か分からず、古い情報で答える
● 下書きの数字を、確定値のように答える
● 10問中○が 3件まで落ちる
● 「使えない」という評価が社内に広がる

載せる量と精度は比例しません。入れない判断のほうが、品質を決めています。

→ 範囲を広げるほど、精度は落ちます

06　実演②　1 領域に絞った場合

やること　就業規則と社内手続きだけを、最新版に限って載せる

こうなります

● ○が 8件。実務に出せる水準
● △が 2件。足りない資料として記録できる
● 総務への質問が目に見えて減る
● 次の領域に広げる判断ができる

まず 1領域。広げるのは、10問テストで精度を確認してからです。

→ 絞って成功させてから、広げます

07　この回で、よく起きること

起きること その場での対処

資料がスキャン画像で読めない
1〜2本ならその場でテキスト化します。多ければ不足資料リス
トに「デジタル化」として載せ、この回で全部やろうとしませ
ん

精度が 5割程度で止まる 資料を減らす／1領域に絞り直す／質問の粒度を揃える。この順
で試します

「全社の資料を全部入れたい」と言わ
れる

止めます。10問テストで精度が落ちることを実証して見せるの
が最も早い説得です

08　この回で、よく聞かれること

Q　「全社の資料を入れたらもっと賢くなりますか」
A　逆です。範囲を広げるほど精度は落ちます。今日、実際に入れて落ちるところをお見せします。

Q　「人事情報や個人情報も入れていいですか」
A　入れません。誰が見られるかの管理が難しくなり、事故の元になります。領域を分けて運用します。
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Q　「答えられない質問が多いと、失敗ですか」
A　失敗ではありません。それが、社内に資料が無いことの証明です。今日いちばんの成果物になります。

09　今日出てきた言葉

ナレッジ検索 自社資料を検索させてから答えさせるやり方。出典を示させるのが要点で
す

10 問テスト ○△×で数える精度の測り方。○が 7件以上で実務に出せます

不足資料リスト 答えられなかった質問から作る一覧。事業承継の課題リストになります

10　演習（65 分）　今日、一緒にやること

時間に注意　この回の演習は 55分に収まりません（65分）。組み込み・宿題・記録の 20分を先に確保
してから始めてください。押した分をそこから取ると、いちばん定着に効く工程が消えます。

1 1領域を決めて、資料を載せる 入れない判断が品質を決めます。最新版だけに絞ります

2 10問投げて、精度を測る 社員の方が実際にしそうな質問で試します。○△×を数えます

3
答えられなかった質問を書き出
す 今日いちばんの成果物です。5列の表に落とします

11　帰る前に決めること

誰に使わせるか 総務や事務など、質問を受ける側の方から始めます

資料を更新するのは誰か 更新の担当が決まっていないナレッジは、半年で腐ります

不足資料は誰がいつ作るか 5列の表の右 2列を、実名と期日で埋めます

12　ここだけは　答えられなかった質問こそ、成果です

それは、資料が存在しないか、社長の頭の中にしかない知識です。AIが答えられなかったということは、新
しく入った社員も答えられないということです。ここは経営者の関心が最も高まる場面なので、丁寧に扱っ
てください。

よくある型　ナレッジ検索がいちばん役立つのは、実は新人教育。ベテランに聞きにくい質問をAIに聞
けるようになると、質問の総量が増える。

13　宿題（ひとつだけ）

▶ 足りない資料のうち、最も簡単な 1 件を埋める（作る・探す・聞き出す のいずれか）。

リストは作った時点では紙です。1件でも埋めると、埋められるものだと分かります。いちばん簡単なもの
を選んでください。難しいものから始めると、止まります。

14　次回まで

次回のテーマ 複数の工程をまとめて任せる
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やっておくこと 足りない資料のうち、最も簡単な 1件を埋める

持ち物 3工程以上ある業務を 1つ選んでくる（見積・採用・月次処理など）

次回は、手順のある仕事をまとめて渡す設計をします。人に仕事を任せるのと同じ話です。

※ 各回の資料です。当日の進め方や言い回しは、受講者の状況に合わせて変えてください。話す台本は登壇資料（PPTX）のノ
ート欄にあります。
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